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⾃⼰紹介



次世代デジタルアイデンティティ基盤＠慶應義塾
各種個⼈証明（在学証明、卒業証明等）をスマホアプリに格納、
ポータビリティの実現と、確実な検証を可能とする
• オンライン・オフラインの両⽅で利⽤可能な⾝分証明書
• 塾内だけでなく⼤学間・企業との連携など広く展開を⽬指す
• ⼤学発⾏の証明書以外に⺠間の発⾏する証明書も格納
• 分散型IDの標準技術利⽤により永続性、相互運⽤性を実現

参画組織
・慶應義塾⼤学
・伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
・Japan Digital Design株式会社
・株式会社ジェーシービー
・⻄⽇本電信電話株式会社
・BlockBase株式会社



背景①：資格証明の課題

背景②：標準化等の動き

背景③：実⽤化への壁

ブロックチェーンの利活⽤先として注⽬を集める
• アイデンティティ
• 資格証明（学位等）

分権型アイデンティティに関する標準化の動き
• W3C
• Sovrin Foundation
• Decentralized Identity Foundation

適⽤シナリオの検討不⾜
PoCばかりで実⽤化に⾄らない

これまでの取り組み
① プロトタイプシステムの開発
• 既存実装（uPort）をベース
• ID基盤連携
• 証明書発⾏システム連携

② 利活⽤シナリオの検討
• AXIES年次⼤会でのサーベイ
• その他⼤学における利⽤シナリオ検討

③ 他の取り組みの情報収集・共有
• キャッシュレス決済
• 他の属性証明の取り組み（古物など）
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背景とこれまでの取り組み



Blockcerts

MIT
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経産省
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控えめに⾒積もってもドク
ターは年間25,000⼈⽇かけて
55,000⼈の研修医の⾝元確認
を⾏っている。

• ビジネスモデルが描けない
• 従来の⽅法でそれほど困らない

COVID-19によるリモート
推進は起爆剤？

7出典）The world's first digital self sovereign identity for Doctors: 
Where trust meets trust / Dr Manreet Nijjar, EIC2018
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「学⽣の⾝元確認、学位取得確認」を効率化する
⽬的

オンラインで利⽤できる
「学⽣の⾝元証明、学位取得証明」に関する「グローバル標準」を作成する
そのために、2020年度に下記2点を実施する
1. 学位等の証明データのスキーマ標準化
2. Blockchainを使った証明データの発⾏〜真正性確認技術の確⽴（PoC実施）

⽬標

本年度施策２：PoC実施のためのフィールドをご提供いただきたい
※想定シナリオ：デジタル学⽣証への在学証明の発⾏〜利⽤
• 各種申請等のオンラインシステムの利⽤（ログイン〜⾝元確認）
• JCB殿のプリペイドカード（JCB PREMO）との連携（アプリ間連携から試⾏）

慶應義塾様への依頼事項
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信頼・保証

プライバシ・⾮対称性

課 題 背 景 取り組みの⽅向性

• KYCコストの増⼤（時間、
⼿間、コスト）

• セキュリティ対策コストの増
⼤

• ⼒のある事業者による過
度な個⼈情報の収集
（GAFAなど）

• コンテキストを超えた情報
の共有によるプライバシ侵
害

• 対⾯を前提とした信頼フ
レームワーク

• 信頼できる共通の属性提
供基盤が存在しない（公
的個⼈認証の低普及
率）

• 個⼈情報に基づくサービス
提供（CRM）構造の過
度な発達

• データを中⼼としたビジネス
モデル

• 永続的に検証可能な属
性提供基盤の構築

• ⼊⼝（属性付与）の段
階でのデジタル保証

• 利⽤者⾃⾝により選択的
に属性を提供することの出
来る基盤の構築（⾃⼰
主権型ID）

デジタル世界における個⼈証明によるDXの実現
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IDライフサイクル

事業者

個⼈

⼤学

交通機関

⼤学⽣ 社会⼈

ID保証元 保護者〜保証⼈

企業

⼤学

国・⾃治体

⾼校

⾦融機関 携帯事業者

企業

永続する⾃⼰主権型のID保証基盤

△⼊学/編⼊△定期・学割 △採⽤ △⼝座開設 △契約 △転職

事業者は既にデジタル化さ
れた保証済みIDを使ってサー

ビス提供

個⼈が主権を持つID基盤に
保証済みIDを保持し、必要
に応じて事業者へ
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証明データ発⾏
・在籍証明

証明書発⾏

デジタル学⽣証
（MS製、カスタム）

証明データの配信

次世代アイデンティティ基盤 利⽤

学⽣

学⽣ID基盤
（keio.jp）

Keio.jpログイン

⾃学内

ID連携

• 学⽣IDでログイン

証明書（VC）の発⾏ ⾃学内（窓⼝）

インターン
新卒採⽤

⺠間（⼈事）

証明データ
の提⽰

分散台帳（Microsoft ION）

標準仕様に則り、アイデンティティ基盤、デジタル学⽣証（スマホWalletアプリ）、証明書検証の仕組みの開発を実施
（基盤としてMicrosoft社の提供するSDK、Serviceの利⽤して開発）

真正性確認

窓⼝確認

アイデンティティ基
盤の開発

Walletの開発
互換性検証

証明書検証の
仕組み開発
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スマホアプリに
デジタル学⽣証を発⾏

デジタル学⽣証の提⽰
学割チケットを取得

スマホアプリに
学割チケットが発⾏

※技術標準に対応した複数種類のスマートフォンアプリを使い相互運⽤性を検証
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証明書発⾏のシナリオ

19



ブロックチェーンありきではない
確実な検証

• 永続性

分散台帳を使う理由

20



社会基盤連携

企業連携

⼤学間連携

慶應義塾内

ID連携 編⼊・単位互換

アプリへの
ログイン 窓⼝業務 在学・卒業

証明書 三⽥会

インターン
新卒採⽤

定期、決済

証明書共通化
①Keio.jpへのWallet

ログイン

②窓⼝での提⽰による各種業務
（オフラインから）

④Walletをオンラインで証
明書として利⽤

⑤インターン・新卒受⼊ ⑦複数⼤学での証明書の
共通化と社会基盤連携

⑥編⼊時の単位互換

時間軸

展
開
範
囲

③ID連携
（証明済み属性利⽤）
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今後の展開において鍵となるポイント
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最後に
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多くの機関に参加していただき、社会基盤へ広げていくことが肝⼼
是⾮⼀緒に取り組んでいきましょう


